
厚生労働省

九州厚生局 地域包括ケア推進課

九州厚生局における主な取組について

第７回九州厚生局
地域共生社会推進会議 資料３

令和７年１１月１０日
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令和６年度の取組

◆ 九州・沖縄管内の市町村における取組を推進させるため、「九州・沖縄地域共生社会推進フォーラム」を開催

◆ 総合事業等の実施に課題を感じ支援を必要としている市町村に対し、知見を有するアドバイザーを年３回程度

派遣し、県との連携のもと伴走支援を行う「地域づくり加速化事業」を実施。

◆ 九州・沖縄管内の地域包括ケア深化推進及び地域共生社会実現に向けた支援を希望する市町村・県・社会福祉

協議会等に対して、課題に即したアドバイザーの派遣を実施。

◆ 地域包括ケアシステムの構築及び地域共生社会の実現に寄与する優れた取組を行っている市町村・事業者等の

事例について、その取組を広く紹介するため、九州厚生局ホームページにおいて取組事例サイトを運営。

【主な取組】

① 九州・沖縄地域共生社会推進フォーラムの開催（令和７年1月１0日開催）

② 九州厚生局地域共生社会ワーキンググループの開催（令和７年２月10日開催）

③ 地域づくり加速化事業（厚生局主導型：福岡県２自治体・佐賀県１自治体）

④ アドバイザー派遣事業（実績）：地域包括ケア全般（地域共生社会を含む）２件、

重層的支援体制整備事業２件、認知症総合支援事業２件、

在宅医療・介護連携推進事業２件、生活支援体制整備事業１件

⑤ 地域共生セミナーの開催（令和6年7月23日：農福連携）オンライン50名参加

（令和6年9月19日：居住支援）オンライン126名参加

（令和7年2月28日：移動支援）オンライン181名参加

⑥ 自治体職員等新任担当者セミナー：説明動画を九州厚生局公式YouTubeチャンネルへ限定公開し、その動画を視聴いただ

くことにより実施

⑦ 市町村等視察（福岡県福岡市、熊本県高森町、宮崎県都城市、宮崎県三股町）、取組事例サイトの運営

【取組事例サイト】https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kyushu/caresystem/caresystem_kyosei_torikumi.html

⑧ 地方支分部局職員向け認知症サポーター養成講座の開催（令和6年10月17日開催）

⑨ ガバメントピッチへの協力（経済産業省九州経済産業局との連携）

地域づくり加速化事業 現地支援の様子
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令和７年度の取組（予定を含む）

◆ 九州・沖縄管内の市町村における取組を推進させるため、「九州・沖縄地域共生社会推進フォーラム」を開催

予定。

◆ 地域共生社会の実現に向けた先駆的又は他の模範となる取組を広く紹介し、その横展開を推進するため、「地域

共生社会推進賞」の九州厚生局長表彰を実施予定。上記フォーラム内において表彰式を実施。

◆ 総合事業等の実施に課題を感じ支援を必要としている市町村に対し、知見を有するアドバイザーを年３回程度

派遣し、県との連携のもと伴走支援を行う「地域づくり加速化事業」を実施。

◆ 九州・沖縄管内の地域包括ケア深化推進及び地域共生社会実現に向けた支援を希望する市町村・県・社会福祉

協議会等に対して、課題に即したアドバイザーの派遣を実施。

◆ 地域包括ケアシステムの構築及び地域共生社会の実現に寄与する優れた取組を行っている市町村・事業者等の

事例について、その取組を広く紹介するため、九州厚生局ホームページにおいて取組事例サイトを運営。

【主な取組】

① 九州・沖縄地域共生社会推進フォーラムの開催（令和7年12月12日開催予定）

② 九州厚生局地域共生社会ワーキンググループの開催

（令和7年10月3日：地域共生社会推進賞の採点結果の共有等）

③ 「地域共生社会推進賞」局長表彰の実施予定

 【募集要項等】https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kyushu/newpage_00761.html

④ 地域づくり加速化事業（厚生局主導型：大分県１自治体・鹿児島県１自治体、沖縄県１自治体）

⑤ アドバイザー派遣事業（実績）：生活支援体制整備事業１件、地域ケア会議１件（令和7年10月末現在）

⑥ 市町村等視察（福岡県筑後市、福岡県宗像市）、取組事例サイトの運営

【取組事例サイト】https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kyushu/caresystem/caresystem_kyosei_torikumi.html

⑦ 地域共生セミナーの開催 （令和7年7月22日：居住支援）オンライン 158名参加

⑧ 自治体職員新任担当者セミナー：説明動画を九州厚生局公式YouTubeチャンネルへ限定公開し、その動画を視聴いただくこ

とにより実施

⑨ 地域支援事業実施要綱等の一部改正に係る説明会の開催（令和7年7月30日）オンライン 347名参加

地域づくり加速化事業 現地支援の様子
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第３回「地域共生社会推進賞」について（②③関係）

地域共生社会の実現に向けた取組が先駆的又は他の模範となるものであり、今後も継続して努力

していくものと認められる管内の市町村や団体について、その取組を広く紹介し、その横展開を

推進するため、 ２年に１回「地域共生社会推進賞」として九州厚生局長表彰を実施。

＜地域共生社会推進賞（決定までの経緯）＞

◆4月22日付けで地域共生社会推進賞の募集開始（応募期限：7月11日）

◆地域共生社会ワーキンググループ構成員による審査

◆10月3日「第９回地域共生社会ワーキンググループ」において、採点結果の共有・意見交換

◆10月15日「地域共生社会推進賞選考会」を経て被表彰者を決定

＜地域共生社会推進賞（選考結果）＞（応募数：市町村部門２、 団体部門１２）

【市町村部門】（表彰数：２）

 大 賞 ･･･ 鹿児島県錦江町（認知症フレンドリーな錦江町づくりプロジェクト）

 部門賞 ･･･ 熊本県菊陽町（菊陽町精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築）

【団体部門】（表彰数：５）
 大 賞 ･･･（大分県）高平おばちゃんズ(元気な山里！支え合う豊かな暮らしの高平区）
 優秀賞 ･･･（福岡県）特定非営利活動法人なごみの家（認知症になっても活躍できる居場所づくり

ー「ばあちゃん喫茶」等を通じた地域共生の実践ー）
 部門賞 ･･･（福岡県）特定非営利活動法人抱樸（『おんなじいのち』を目指す互助会活動）
 部門賞 ･･･（佐賀県）特定非営利活動法人宅老ちよだひまわりの会（地域共生ステーション）
 部門賞 ･･･（沖縄県）社会福祉法人糸満市社会福祉協議会（地域の特性を活かし食を通じた地域と
                           企業のつながりとたすけ合いの場づくり） 89



九州・沖縄地域共生社会推進フォーラムの開催（①関係）

令和7年12月12日に、九州・沖縄管内の市町村における地域共生社会の実現に向けた取組を加速さ

せることを目的に「九州・沖縄地域共生社会推進フォーラム」を開催（予定）。

＜九州・沖縄地域共生社会推進フォーラム＞

◆ 日 時 令和7年12月12日（金）13：00～16：30 オンライン開催（Zoom）

◆ 対象者 九州厚生局管内の県職員・市町村職員・社会福祉協議会職員等

◆ プログラム 

１．九州厚生局長挨拶

２．行政説明

厚生労働省 老健局認知症施策・地域介護推進課 野村認知症総合戦略企画官

３．基調講演

蒲原 基道 氏（元厚生労働事務次官）

４．地域共生社会推進賞表彰式及び受賞団体の取組発表

５．シンポジウム

ファシリテーター：蒲原 基道 氏（基調講演者）
シンポジスト ：受賞団体代表（大賞２者）、特別養護老人ホーム 白寿園施設長 鴻江 圭子 氏

６．閉会
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１．地域包括ケアの推進を図るため、以下の事業により市町村を支援する。
① 地方厚生(支)局主導による支援パッケージを活用した伴走的支援の実施（全国２４か所）

・地方厚生(支)局・都道府県と連携し、市町村を支援する地域の有識者･実践者の支援スキル向上に資する研修を
併せて実施

② 自治体向け研修の実施（各地方厚生(支)局ブロックごと）
③ 地域づくり戦略や支援パッケージ(注)の改訂など地域づくりに資するツールの充実

（注）市町村等が地域包括ケアを進める際に生じる様々な課題を解決するための実施方法やポイントをまとめたもの。

２．全国の生活支援コーディネーターや多様な分野の団体等がつながるためのプラットフォーム（PF)を構築・発展

２  事業の概要・スキーム

地域づくり加速化事業の概要（④関係）

令和７年度当初予算案 78百万円（89百万円）※（）内は前年度当初予算額

【実施主体】

・国から民間事業者へ委託

【補助率】

・国10/10

【参考】

「全世代型社会保障構築を目指す改

革の道筋（改革工程）」

（令和５年12月22日閣議決定）

国 受託事業者
（シンクタン
ク等）

３  実施主体等

国

支援
チーム

受託事業者

厚   生
労働省

地方厚生
(支)局

有識者・
実践者

市町
村

伴走的支援連 携

委
託

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修

都道府県

地域づくり戦略
支援パッケージ

ブロック別研修

受託事業者

厚   生
労働省

委
託

生活支援体制
整備事業促進

PF(ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ)

全国の生活支援
コーディネーター等

がつながる場

活性化

＜事業イメージ＞

⚫ これまで団塊世代（1947～1949年生）が全員75歳以上を迎える2025年に向けて地域包括ケアシステムの構築を図るため、市町村の地域づくり促進の

ための支援パターンに応じた支援パッケージを活用し、①有識者による市町村向け研修（全国・ブロック別）や②個別協議を実施しているなど総合事業の
実施に課題を抱える市町村への伴走的支援の実施等を行ってきたところ。

⚫ 令和４年12月の介護保険部会意見書で、「総合事業を充実化していくための包括的な方策の検討を早急に開始するとともに、自治体と連携しながら、
第９期介護保険事業計画期間を通じて、工程表を作成しつつ、集中的に取り組んでいくことが適当である。」との意見を受け、令和５年度に「介護予
防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会」を設置し、第９期介護保険事業計画期間を通じた集中的な取組を促進するため、検討会で議論を行い、
令和５年12月７日に「介護予防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会における議論の中間整理」を取りまとめたところ。

⚫ 中間整理において、地域共生社会の実現に向けた基盤として総合事業を地域で活用する視点から地域の多様な主体が総合事業に参画しやくする枠組み
の構築を行うこととされたところ。

⚫ こうした検討会での議論等を踏まえ、本事業をとおして総合事業の充実に向けた取組を推進していく。
そのため、令和７年度においても、引き続き、以下の取組を行う。
①今後、こうした伴走的支援を地域に根差した形で展開していくため、全国８か所の地方厚生(支)局主導による支援対象を拡充するとともに地域で活動す

るアドバイザーを養成するなど、地域レベルでの取組を一層促進していく。
②また、令和４年12月の介護保険部会意見書で、第９期計画期間を通じて総合事業の充実に集中的に取り組むことが適当であり、その際、地域の受け皿

整備のため、生活支援体制整備事業を一層促進することとされていることを踏まえ、生活支援体制整備事業を更に促進するためのプラットフォームの構
築及び発展（全国シンポジウムの開催含む）を図る。

１  事業の目的

91



令和７年度地域づくり加速化事業（支援先）（④関係）

令和７年度 地域づくり加速化事業では、以下の３自治体を伴走支援の対象として選定し、訪問支援及び各
支援の合間にオンラインミーティング等を実施することにより支援を実施

【支援先】

（参考）支援スケジュール

自治体名 0.5mtg １回目支援 1.5mtg ２回目支援 2.5mtg ３回目支援

大分県佐伯市
7月14日（月）
10:00～11:30

8月4日（月）
10月3日（金）
14:00～15:30

11月11日（火）
1月7日（水）
9:30～10:30

2月9日（月）

鹿児島県東串良町
8月5日（火）
14:00～15:30

8月26日（火）
10月28日（火）
10:00～11:30

11月19日（水）
1月20日（火）
10:00～11:30

2月17日（火）

沖縄県恩納村
8月28日（木）
9:30～11:00

10月9日（木）
12月4日（木）
9:30～11:00

12月15日（月）
1月6日（火）
15:00～16:30

1月23日（金）

対象自治体 支援テーマ 支援アドバイザー（敬称略）

大分県佐伯市 サービス・活動Ｃ

株式会社ともいきLabo 代表取締役（理学療法士）北尾 昌平

熊本県大津町介護保険課地域包括支援センター 就労的活動支援コーディネーター
（元九州厚生局地域包括ケア推進課長）山内 強

鹿児島県東串良町 生活支援体制整備事業

なかまのなかま協議会 事務局長 原 舞

社会医療法人関愛会法人本部 地域福祉推進室長(元大分県国東市第１層SC) 宮田 太一郎

沖縄県恩納村
サービス・活動ＢＤ、介護予防ケアマネジメン
ト、生活支援体制整備事業

熊本県大津町介護保険課地域包括支援センター 就労的活動支援コーディネーター
（元九州厚生局地域包括ケア推進課長）山内 強

株式会社アイトラック 代表取締役（作業療法士）佐藤 孝臣 
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フォローアップ支援（令和６年度地域づくり加速化事業関連）（④関係）

福岡県久留米市 介護予防ケアマネジメント、介護予防・生活支援サービス事業

福岡県香春町 介護予防・生活支援サービス事業、生活支援体制整備事業

これまで当局においては、地域づくり加速化事業に係る伴走的支援終了後の各支援対象市町村の状況について
確認ができておらず、その後の当該事業等への活用ができていなかった。そのため、令和６年度地域づくり加速
化事業において伴走的支援を行った以下の３自治体に対し、支援後の状況確認と、併せてフォローアップ支援に
ついての意向調査を実施したところ、福岡県久留米市からフォローアップの希望があった。

佐賀県玄海町 介護予防・生活支援サービス事業、生活支援体制整備事業

【令和６年度支援先】

各自治体における支援後の状況

●福岡県久留米市・・・短期集中サービスによる支援対象者像の決定、短期集中サービスのモデル事業の仕様検討・作成に向け、「久留米
市総合事業見直し作業部会」を立ち上げ。短期集中サービスを構築し、令和８年度にモデル事業を実施することが
目標。そのためアドバイザー等によるフォローアップを希望。

●福岡県香春町・・・地域運営組織（第２層協議体）との定期的な連携会議実施。サービス・活動Ｂの創設に向け連携事業開始。

●佐賀県玄海町・・・通いの場の充実や地域ケア推進会議の開催に向け、県のアドバイザー派遣事業等を活用し事業を進めている。

対象自治体 支援テーマ

93



○アドバイザー派遣概要（流れ）

①

②

③

④

⑦

⑤

⑥

令和元年度より、九州・沖縄管内の地域包括ケア深化推進及び地域共生社会実現に向けた支援を
希望する市町村・県・社会福祉協議会等（以下「市町村等」という。）に対して、課題に即した
アドバイザーの派遣を実施。

○アドバイス項目

 （1）サービス・活動事業

 （2）一般介護予防事業

 （3）地域ケア会議

 （4）在宅医療・介護連携推進事業

 （5）認知症総合支援事業

 （6）権利擁護（成年後見・介護相談員等）

 （7）生活支援体制整備事業

 （8）地域共生社会関係

 （9）その他  

○アドバイザー登録者数

１５人（令和７年６月現在）

○申請方法

九州厚生局ホームページでご確認ください。

https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kyushu/caresystem/advi
ser_00001.html

市
町
村
等

ア
ド
バ
イ
ザ
｜

九
州
厚
生
局

申込

依頼

報告

アドバイス依頼

決定

承諾

助言等

九州厚生局地域包括ケアシステム等アドバイザー派遣事業（⑤関係）
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九州厚生局地域包括ケアシステム等アドバイザー覧（⑤関係）

【九州厚生局ＨＰから一部抜粋】
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九州厚生局地域包括ケアシステム等アドバイザー覧（⑤関係）

【九州厚生局ＨＰから一部抜粋】
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○ 令和元年度より九州・沖縄管内の地域包括ケア深化推進及び地域共生社会実現に向けた支援を希

望する市町村等に対して、それぞれの市町村等の課題に即したアドバイザ－の派遣を実施。

○ 令和７年10月現在、アドバイザー実登録１５名、アドバイザー派遣実績は３７件（予定を含む）。

九州厚生局地域包括ケアシステム等アドバイザー派遣実績一覧（⑤関係）

派遣月 派遣先 イベント名 派遣アドバイザー

R7年7月
宮崎県門川町
社会福祉協議会

令和７年度第２０回門川町福祉推進大会
宮田太一郎氏（社会医療法人関愛会法人本部地域福祉推進室地域福祉
推進室長(元大分県国東市第１層SC))

R7年８月 福岡県宗像市
地域包括支援センター職員及び介護支援専門員
及び地域ケア会議助言者等研修

江田佳子氏（長崎県佐々町多世代包括支援センター参事（保健師））

R７年11月
（予定）

熊本県
在宅医療・介護連携推進事業支援事業（市町村担当職員、
地域包括支援センター職員等向け研修会）

坂上陽一氏（公益社団法人肝属郡医師会肝属郡医師会立病院地域医療
室長）

R７年11月
（予定）

長崎県
令和7年度長崎県認知症初期集中支援チーム員及び認知症
地域支援専門員活動強化研修

猿渡進平氏(医療法人静光園白川病院地域医療連携室地域医療連携室長)

R８年１月
（予定）

熊本県宇城市 介護保険サービス事業従事者向けの多職種協働研修 党一浩氏（福岡市認知症フレンドリーセンター センター長）

R８年１月
（予定）

熊本県天草市
在宅医療・介護連携推進事業（地域包括支援センター職
員、地域在宅医療サポートセンター、行政職員向け研
修）

坂上陽一氏（公益社団法人肝属郡医師会肝属郡医師会立病院地域医療
室長）

R８年３月
（予定）

熊本県天草市 地域ケア会議（地域包括支援センター職員向け研修） 佐藤孝臣氏（株式会社アイトラック代表取締役（作業療法士））

【令和７年度実績（予定を含む）】
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市町村等視察（⑥関係）

地域包括ケアシステムの構築及び地域共生社会の実現に寄与する、九州厚生局管内の優良な取組事例

の横展開を図るため、自治体等に積極的に視察を実施。

視察先 取り組み内容

①福岡県筑後市 筑後市立図書館「図書館で認知症かふぇ」

②福岡県宗像市 要介護認定率の減少に資する効果的な取組について

【令和７年度（上半期）視察先】
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取組事例サイトの運営（⑥関係）

地域包括ケアシステムの構築及び地域共生社会の実現に寄与する優れた取組を行っている市町村・

事業者等の事例について、その取組を広く紹介するため、九州厚生局ホームページに取組事例サイト

を運営 【取組事例サイト】（https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kyushu/caresystem/caresystem_kyosei_torikumi.html）
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福岡県筑後市

人口 ４８,９７２人

高齢化率 ２８.36％

介護認定率 17.6％（1号被保険者)

【概況】令和７年４月１日時点 【立ち上げまで】

平成30年に受けた認知症に関する図書館職員向けの研修をきっかけに、図書館で出
来ることを考えた結果、同年６月から「図書館で認知症かふぇ」(以下「認知症かふぇ」)を
始めた。（令和７年６月時点で36回開催）
開始にあたって、事前に認知症サポーター養成講座を図書館職員全員が修了したうえ
で、『認知症にやさしい図書館ガイドライン』※１に基づいて実施している。

開催概要

【対象者】

・認知症の症状のある本人、その家族、興味がある人等
・市内外問わず参加可（事前予約不要）

【開催日時】偶数月最終水曜日 14：00～15：30

【当日の流れ】

事前予約不要で、参加者は名前や住所を職員や他の参加者
へ伝える必要がない。好きな名前（「認知症かふぇ」内で呼ばれ
たい名前）を名札に書いて参加する。

【場所】筑後市立図書館内小スペース

当日の流れ

14:00 絵本の読み聞かせ

14:10 認知症に関する書籍の紹介

14:30 ストレッチや筑後市における認知症関連情報
発信
（とっとり方式認知症予防プログラム※2）

15:00 意見交換（座談）

15:30 終了

【参加人数等】

・10～15名/回（令和６年度：延べ97名/6回）
うち、認知症の方本人や男性の方は各１名/回程度

【運営職員】

・図書館職員３名
・地域包括支援センター保健師１名（図書館から依頼を受け、ストレッチを実施）

筑後市立図書館「図書館で認知症かふぇ」 令和７年６月２５日取材

・誰でも参加しやすい図書館で開催
・知識を得たい方、交流を深めたい方のどちらにもおすすめ

※１ 超高齢社会と図書館研究会発行、筑波大学知的コミュニティ基盤研究セ
ンター(「超高齢社会と図書館研究会」、「認知症にやさしい図書館ガイドライン」
第1版を公開 | カレントアウェアネス・ポータル 、図書館に関する情報ポータル)

※２ 鳥取大学、伯耆町、鳥取県が連携し、鳥取大学医学部浦上克哉教授が中
心となって開発した、鳥取県独自の認知症予防プログラム(「とっとり方式認知症
予防プログラム」公開中！/とりネット/鳥取県公式サイト 、鳥取県公式ホーム
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図書館

認知症に関する知識の普及を進めることについて、地域包括
支援センターも同じ目的を持っていたので、最初から協力して
行った。図書館では、「認知症かふぇ」を開催する前から高血
圧講座や糖尿病講座等を行っており、図書館と他課との連携
は日頃から継続してあったため、連携で困ることはなかった。

地域包括支援センター

【設置状況】直営１か所
 地区ステーション３か所（相談のみ受付）

【地域包括支援センター等他課との連携は？】

・図書館が単独で開催している「認知症かふぇ」へ、依頼を受
けて実施している。家族介護教室等として実施しているもので
はない。

【「認知症かふぇ」への関わりは？】

図書館としては、広域利用（八女市、広川市等）があることと、
どの地域の人でも認知症は課題であるため、市内外は気にせ
ず受け入れている。新聞掲載後は他県からの参加もあった。

【市外の方も受け入れている理由は？】

・市の広報誌や公式LINE配信、図書館カウンターでのチラシ
配布等
・新聞に掲載された取材記事を見て参加される方もいる。
・参加者の方が「とても楽しかった」と友達を連れてきていただ
くことが一番多い。

【広報の方法は？】
・認知症サポーター養成講座やキャラバンメイト連絡会を開催
したり、年１回市民公開講座として認知症に関する講演会を
行っている。
・市内３か所で行われている他の認知症カフェの支援と、チー
ムオレンジとして１か所活動している。

【認知症施策に関する取組は？】

参加者

【参加した感想は？】

・以前、訪問系施設に勤務していたので、在宅で介護する家族
や本人を支援したい。このかふぇに友人を誘って参加の輪を広
げている。
・無理に話さなくていいから良い。家からはちょっと距離がある
けど、図書館は前から知ってるから（来やすい）。
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工夫していること

【プログラムについて】

・認知症関連の書籍は、必ず新刊を紹介して、新しい情報を提
供するようにしている。
紹介した本は表紙をファイリングして、いつでも予約ができる
環境になっている。
・ストレッチは毎回「とっとり方式認知症予防プログラム」を実
施している。

【図書館での展示について】

・認知症について常設展示や、関連書籍の展示を行っている。

課題に感じていること

開催場所が図書館の一画で、狭い。場所の確保がこれから
の課題になると思っている。保健センターが目の前にあるので、
そういった場所や図書館のロビー等での開催を考えている。

開催の効果について

・認知症について理解を深めたい、知りたい方が参加し、知識
や支援情報を得たことで、早めの受診や地域包括支援セン
ターなどへの相談につながっている。
・参加者を中心に認知症の症状について理解が進んでいる。 保健師による、とっとり方式認知症予防プログラム

絵本の読み聞かせ

今後の活動に向けた思い

図書館の立場から情報提供して、認知症について周知・理解
を深める活動を通じて、市民が安心・安全、幸せに暮らせるま
ちづくりに貢献していきたい。
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令和７年度 老人保健健康増進等事業（⑥関係）

●事業実施主体：株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所

●事業名：地域包括ケアシステムと地域共生社会の推進に向けた継続的・発展的な取組に関する調査研究

●事業概要

① 「九州・沖縄地域包括ケア及び地域共生社会取組事例サイト」に事例が掲載されている自治体等を対象
にアンケート調査を実施し、取組の現状、取組が継続・拡大または縮小・中止した理由について調査し、

   効果的な取組を継続する上での課題やその対応策について整理。

② 九州厚生局管内全自治体向けのアンケート調査を実施し、新たな取組を創出するうえでの課題やその対
応策を整理する。その際、新たな好事例の発掘や、取組を進めるにあたりどういった情報が必要なのか

  についても把握する。

③ 「九州・沖縄地域包括ケア及び地域共生社会取組事例サイト」の更新（レイアウト変更、記事の内容
の充実、事例の新規追加）、成果報告会開催、事業報告書の作成・公表。

※①及び②については、必要に応じてヒアリングを実施予定。

老人保健健康増進等事業は、高齢者の介護、介護予防、生活支援、老人保健及び健康増進等に関わる先駆
的、試行的な事業に対して補助を行い、老人保健福祉サービスの一層の充実や介護保険制度の基盤の安定化
に資することを目的とする補助金事業であり、令和７年度は、九州厚生局管内において以下の事業が行われ
ている。
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